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◇ 会長あいさつ ◇ 

「社会の変化～支える力を身につけた専門職をめざして～」 
吉田 浩滋（鎌ヶ谷市こども発達センター） 

 
 会員の皆様におかれましては、さまざまに変わる制度や多忙をきわめる業務に加え、仕事と家庭の両立

等が求められる厳しい状況のなかで一般社団法人千葉県言語聴覚士会のもとに集まっていただいており

ますこと、冒頭に感謝申し上げます。 
 このたび、会長として４期目を努めさせていただくことになりました。よろしくお願い申し上げます。

この間、念願でありました県内唯一となる言語聴覚士養成課程をもつ大学の開校が見えてきました。千葉

県の障害者計画策定に関与することもできましたし、言語聴覚士を目指す高校生、社会人への取り組みな

どを具体化させる動きも、少しずつではありますが始まってきております。 
 関係する領域に目をむけると、２０２５年を見据えた地域包括ケアシステムの基盤づくりもあちこちで

見られ、言語聴覚士としての関わりを求められるようになってきております。すでに地域リハ活動支援推

進に関連した研修等の要請を受けた施設もあれば、その取り組みに向けた準備を始めようとしている自治

体も出てきております。 
 このような中で千葉県士会は、これまで言語聴覚士の資質の向上を目指して取り組みを行っております

が、今後、言語聴覚士に求められる資質のなかに地域をマネジメントする力も求められると思いますし、

地域で人々の間に繋がりを構築する仕事の一翼を担うことも求められるようになるでしょう。これらは難

しいことだとは思いますが、今、言語聴覚士へ求められるものは増えることはあっても減ることはないで

あろうと考えております。 
 そのなかで、どうしても避けて通れないのが人材の育成です。今は職場の仕事、責任だけを全うするこ

とで精一杯かもしれませんが、さらに職場の外にもさまざまなニーズが生まれ、その対応が、みなさんの

職場に求められるのは必定です。 
 子育て等で一時的に職場を離れざるをえないという状況もあるかもしれませんが、それでも、言語聴覚
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士としての役割を果したい、という意識はお持ちいただきたい。なぜなら、地域から言語聴覚士に求めら

れる役割は多岐にわたっているからです。 
 そのとき、是非、怯まず、その課題に向き合ってください。わからないことがあれば、県士会の問い合

わせ窓口にメールで思いをお寄せください。私たち理事会一同は、みなさんの声に応える、その声を活か

す活動をすすめていきます。 
今期は、一人ひとりの会員が将来を展望し、力を発揮できる、力のある言語聴覚士になれるような活動

を展開していきますので、今後とも会員の皆様のご支持をお願い致します。 
 

 

♪ 新役員紹介 ♪ 

 平成 27 年 5 月 24 日（日）に開催されました一般社団法人千葉県言語聴覚士会 第 4 回総会において、

皆さまから承認されました新しい役員の方々を紹介します。 
 
【副会長】岩本 明子（千葉労災病院）：社会局 渉外部 

渉外部とリハ公開講座を担当いたします。関連諸機関や他団体との連携を深めると同時に、ＳＴとして

の存在感を示すことができるような活動に努めたいと考えています。皆様のご協力お願いいたします。 
 
【副会長】酒井 譲 （順天堂大学医学部附属浦安病院）：学術局 
学術局と摂食嚥下委員会を担当いたします。学術局では充実した研修会の企画運営を、摂食嚥下委員会

では会員の皆様のお役に立つような情報発信に取り組んで参ります。どうぞよろしくお願いいたします。 
 

【副会長】金子 義信（君津中央病院）：社会局 職能部 
社会局職能部と小児言語委員会を担当させていただきます。職能部では待遇改善や働きやすい環境作りへの

提案ができるよう、情報収集や発信をしていきたいと考えています。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

【理事】阿部 翠（千葉大学医学部附属病院）：事務局 総務部 

 事務局総務部と生涯学習プログラム作業部会を担当いたします。新米ですが、県士会の活動に力を尽く

所存です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【理事】小野 幸男（野田病院）：学術局 

 学術局と介護保険委員会を担当いたします。学術局と介護保険委員会共に会員の皆様のお役に立ち、少

しでも多くの方が参加されるよう研修会の企画運営を努めていきたいと思っております。どうぞよろしく

お願い申し上げます。 

 

【理事】治田 寛之（東邦大学医療センター佐倉病院）：事務局 財務部 
 財務部と高次脳機能障害委員会、認知症専門職研修実行委員会を担当します。目指すは年会費未納ゼロ

です！皆様のご協力を宜しくお願い申し上げます。委員会では実りある研修会を企画していきたいと思い

ます。 
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【理事】平山  淳一（旭神経内科リハビリテーション病院）：事務局 編集部 
編集部と災害リハビリテーション委員会を担当いたします。災害に備えた情報提供や体制作りなど、皆

様に少しでも有益な情報をお届けできるよう尽力致します。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
 
【理事】宮﨑 寛夫（千葉県東葛飾障害者相談センター）：社会局 広報部・職能部 
社会局広報部と職能部を担当させていただきます。ホームページやツイッターを通して逸早く情報を提供でき

るよう努めていきたいと思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

★☆ 一般社団法人千葉県言語聴覚士会 ☆★ 

☆★ 第４回総会報告 ★☆ 
 平成２７年５月２４日（日）、第４回一般社団法人千葉県言語聴覚士会定時総会が開催されました。会

員の皆様のご協力により、議事を円滑に進めることができました。ご協力に感謝いたしますとともに、総

会の概要をご報告いたします。 
 
日時 ：平成２７年５月２４日（日曜日） １３時００分～１３時４５分 
場所 ：千葉市民会館 ３階 特別会議室２ 
議長 ：斉藤 公人 （千葉市療育センター） 
副議長：木下 亜紀 （のぞみ発達クリニック） 
書記 ：今泉 利江子（千葉新都市ラーバンクリニック）  

宮阪 美穂 （東京医薬専門学校） 
会員数及び出席者数：議決権のある会員総数 ３５２名 

出席会員数 １８６名（当日出席３１名、議長委任１５５名） 
 
Ⅰ．協議事項 
１． 第１号議事 平成２６年度活動報告に関する件 
２． 第２号議事 平成２６年度決算報告に関する件 
３． 第３号議事 平成２６年度監査報告に関する件 
４． 第４号議事 新役員の承認に関する件 
５． 第５号議事 平成２７年度活動計画案に関する件 
６． 第６号議事 平成２７年度予算に関する件 

以上の件が提出され、賛成多数により承認されました。 
 
Ⅱ．報告事項 
・規則の改正に関する件 

以上の件が報告されました。 
（総務部 阿部 翠） 
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◇ 理事会より ◇ 

●○●○ PT・OT・ST県士会連携の動きについて ○●○● 

渉外部 岩本 明子 
災害リハビリテーション委員会 平山 淳一 

 医療の現場では、一人の患者さんについて、関連する専門職が情報を共有し意見を述べ合い、目標や方

向性を決めて治療やリハビリを行う「チーム医療」が行われています。同様に、ＳＴが関与する県内の諸

問題への対応においても、多職種との連携・協働が待ったなしで進んでいます。 
今年は２０１５年。団塊の世代が、７５歳以上の後期高齢者となる２０２５年まで、あと１０年となり

ました。特に、千葉県は急速な高齢化、特に後期高齢者の増加が予想されています。このような状況の中

で、地域包括ケアシステム構築を含めた地域リハビリテーションの活動の推進、介護予防への取り組みが、

ＳＴにも求められています。 
４月１２日、田町カンファレンスセンターにて、全国の PT・OT・ST の県士会会長が出席して、リハ

ビリテーション専門職協議会主催の「合同都道府県士会会長会議」が開催されました。この会議では、各

県ごとに PT・OT・ST の３士会共同で、地域リハビリテーション活動支援事業の担い手を養成するため

の研修の実施や、対応窓口の設置の要請がありました。 
これを受けて、５月１０日千葉市生涯学習センターにて、千葉県理学療法士会、千葉県作業療法士会、

千葉県言語聴覚士会の役員が集まって、合同の３士会会議を行いました。今まで、会長副会長間の会議は

行っていましたが、３士会の理事・監事が一堂に会したのは初めてです。当会からも、新理事を含め７名

が出席しました。 
具体的な研修や窓口についての検討はこれからとなりますが、今後、PT・OT・ST のリハビリ職がより

一層連携を深め、協働して事にあたっていく必要性と方向性を確認しました。 
 

 
 （５月１０日 ３士会会議にて） 
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◆ 平成２７年度 小児言語委員会 

≪第１回≫日時：２０１５年６月１４日（日）１０時００分～１１時００分 場所：千葉県リハビリテーションセンター

カンファレンスルーム 

出席者：藤田、廣瀬、野宮、木村、金子 

・役割分担 ・今年度の活動計画 ・今後の予定 

 

◆ 平成２７年度 聴覚障害委員会・小児言語委員会 合同委員会 

≪第１回≫日時：２０１５年６月１４日（日）１１時００分～１２時００分 場所：千葉県リハビリテーションセンター

カンファレンスルーム 

出席者：常田、高橋、黒谷、大壺（以上聴覚障害委員会）、藤田、廣瀬、野宮、木村、金子（以上小児言語委員会） 

・合同研修会についての検討 ・今後の予定について 

 

（紙面の都合上、報告事項と協議事項はまとめて記載しています。） 

 
 
 
 
 

お詫びと訂正のお知らせ 

 前回のニュースで発送いたしました、「言語聴覚士がいる介護老人保健施設」一覧表において不備があ

りましたので、ホームページにて下記の通り訂正いたしました。 

 

誤：社会福祉法人 ユーカリ優都苑 → 正：社会福祉法人ユーカリ優都苑 ユーカリ優都苑 

 

 皆様にはご迷惑をおかけし、深くお詫び申し上げます 

介護保険委員会 
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また、左記の 3 士会合同会議とは別に、昨年度末より千葉県内における災害に対して、関連団体（Dr・
Ns・PT・OT・ST・介護支援専門員等）が連携し、災害準備・対策・支援を行うための組織化に向けた話

合いが進んでおり、今年度中には、災害リハビリについての合同研修会も予定しております。 
 当会におきましても、災害リハビリテーション委員会が発足し、災害リハビリに関する情報についてホ

ームページ等を介してお知らせする準備を進めております。他団体の動きとして、OT 県士会からは下記

の通り災害対策研修会についてのお知らせも届いております。他職種連携の一貫として、また災害リハビ

リについて知る機会としても、興味のある方は是非参加をご検討下さい。 
 
 
 

平成２７年度 千葉県作業療法士会 主催 

災害対策委員発足記念 災害対策研修のお知らせ 

以下の日程にて現職者共通研修を開催いたします。受講テーマを確認の上、参加申込みをお願い致します。 

災害リハビリに興味のある方は職種に関係なくご参加ください。 

開催日時： 平成２７年９月６日（日） １０時〜１２時 

場所：   東京湾岸リハビリテーション病院 千葉県習志野市谷津4-1-1 TEL. 047-453-9010 
資料代：  500円 

内容： ・災害リハを知ろう  ・ＯＴとしてできること  ・被災地に行ったＯＴの体験談 

    ・県内の動き  ・ボランティアとして参加する際の心得 

申込方法： 下記メールアドレスに、ＯＴ会員番号、氏名、所属、連絡先、研修名をご記載の上、メールにてお申し

込みください。 

※OT以外の方は、職種、氏名、所属、連絡先、研修名の記載をお願いします。 

【宛先メールアドレス】s.sakata@wanreha.net 

                      東京湾岸リハビリテーション病院 作業療法科 坂田宛 

【締め切り】平成２７年８月３１日（月）必着   

【問い合わせ】何かご不明な点がありましたら下記の連絡先までお願い致します。 

【連絡先】東京湾岸リハビリテーション病院 作業療法科 坂田祥子 TEL. 047-453-9010 
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委員会「言語聴覚士がいる介護老人保健施設」訂正文のニュース掲載依頼について ・職能部よりニュース掲載につい

て ・生涯学習プログラムについて ・理事会で使用している印刷物について ・平成 27年度文化の日千葉県功労者表

彰における表彰候補者の推薦について ・第四二回理学療法士・作業療法士・言語聴覚士養成施設教員等講習会の開催に

ついて 

２．報告事項：・日本言語聴覚士協会平成 27年度定時社員総会について ・問い合わせについて ・郵便物回覧 

 
◆ 平成２６年度 渉外部  千葉県地域リハビリテーション協議会 
日時：２０１５年３月２４日（火）古川、酒井 

 
◆ 平成２６年度 渉外部  船橋在宅医療ひまわりネットワーク 

≪役員会≫日時：２０１５年３月３０日（月）出席者：山本 

 

◆ 平成２７年度  第９回リハビリテーション公開講座実行委員会 

≪第１回≫日時：２０１５年４月１５日（水）１９時００分～２１時３０分 場所：千葉県理学療法士会事務所 

出席者：岩本、神作、古川 千葉県理学療法士会４名 千葉県作業療法士会３名 

・第９回実施要項 ・役割分担 ・準備スケジュール ・予算 ・周知方法 ・来年度について 

≪第２回≫日時：２０１５年５月１２日（火）１９時００分～２１時００分 場所：千葉県理学療法士会事務所 

出席者：岩本、神作、古川  千葉県理学療法士会４名 千葉県作業療法士会２名 

・設置要領・会計マニュアルの改訂 ・講師 ・タイトル ・ちらし作成 ・来年度について 

 

◆ 平成２７年度  渉外部 生活期リハビリテーション合同研修実行委員会 

≪第１回≫日時：２０１５年３月１０日（火）出席者：小野、山崎 

≪第２回≫日時：２０１５年４月１３日（火）出席者：小野、勝又、吉田 

≪第３回≫日時：２０１５年５月２５日（月）出席者：小野、山崎 
 

◆ 平成２７年度 学術局会議 

≪第１回≫日時：２０１５年５月２４日（日）１８時００分～１９時００分 場所：ジョナサン千葉駅前店 

出席者：荒木、柄澤、神作、木村（佐）、木村（知）、酒井、佐藤、竹中、小野、志賀、嶋田、関口、露崎 

欠席者：原田 

・平成２７年度第１回研修会反省 ・日本言語聴覚士協会平成２７年度第２回全国研修会について ・局員の役割分担、

引き継ぎ 

 

◆ 平成２７年度 災害リハビリテーション委員会 

≪第１回≫日時：２０１５年６月７日（日）９時５０分～１１時３０分 場所：ドトール常盤台店 

出席者：平山、野口、栗林 

欠席者：松井、渡辺 

・今年度の活動目標について ・ホームページに掲載する災害リハ関連の情報について ・千葉県版 JRAT（C-RAT）の進

捗状況について 
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◇ 学術局より ◇ 

学術局 酒井 譲 

 

１．第１回研修会報告 

 

平成２７年５月２４日（日）に千葉市民会館で第１回研修会を開催しました。今回は、千葉県こども病

院 耳鼻咽喉科の仲野 敦子先生をお招きして、ご講演いただきました。参加者は７７名（会員６６名、会

員外１０名、学生１名）でした。研修会の概要と、アンケート結果の一部をご紹介します。 

 

 
研修会の概要 
演題：明日から臨床で使える「小児から高齢者までの聴覚障害について」 

～最新知見と言語聴覚士に求められること～ 

 

講師：千葉県こども病院  耳鼻咽喉科 部長  仲野 敦子 先生 

 

概要：聴覚障害の障害像やスクリーニング検査、補聴器や人工内耳についてご講演いただきました。 

 

初めに、蝸牛・蝸牛神経のＣＴ画像をご提示くださり、早期に実施することが大切で、ＣＴから得られ

る情報は数多くあるといったＣＴの有用性をご教示いただきました。 

次に、遺伝性難聴の診断や具体的

な難聴遺伝子についてご説明いた

だきました。先天性難聴の約半分は

遺伝子が関与しており、それぞれの

遺伝子(あるいは変異部)によって

発症時期、進行性、前庭症状、随伴

する症状が異なるとのことでした。

千葉県の聴覚スクリーニング検査

や制度の現状をご教示いただき、他

県の事業もご紹介いただきました。

千葉県では軽度・中等度難聴児への

助成制度ができ、それまで自費で補

聴器の購入をしていましたが、基準

額の範囲で負担が１/３となってい

ます。しかし各市町村による対応の

ため、実施状況には差があるとのことです。 

そして、乳児健診における注意点を、先生の体験を踏まえ詳しくご教示いただきました。新生児聴覚ス

クリーニング検査において、一側 refer の場合でも１割程度は両側性難聴であることや、両側 pass の場

合でも両側性難聴といったことがあり得るそうです。１歳６か月児健診における聞こえの反応(見えない

ところからの呼びかけたとき・ささやき声で名前を呼んだとき振り向くか)や言葉の発達など気を付けて

みていく必要があり、３歳児健診でも、後天性難聴の可能性もあるため、新生児スクリーニングが pass
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◇ 理事会・委員会等議事録 ◇ 

◆ 平成２７年度 理事会 

≪第１回≫ 

日時：２０１５年４月５日（日）１３時００分～１６時３０分 場所：黒砂公民館 和室 

出席者：吉田、岩本、木村、鈴木、古川、宮下、渡邊（理事７名）、宇野、山本（監事 2 名）原田、星野（書記 2 名） 

１．協議事項：・各部・各局の議事録の承認について ・新入会員・退会者について ・総会資料について ・役員選挙、

及び新理事について ・総会について ・平成 26 年度決算及び平成 27 年度予算について ・外来摂食嚥下訓練施設一

覧の改訂について ・平成 27 年度第一回研修会タイムスケジュールについて ・学術局員推薦依頼分について ・千葉

県失語症友の会協議会からの後援依頼について ・船橋在宅医療ひまわりネットワークについて ・第 6 回訪問リハ・地

域リーダー会議について ・地域包括ケアシステムにおける三士会協働事業について ・千葉市地域リハビリテーション

広域支援センター会議について ・千葉県介護支援専門員協議会代議員推薦について ・千葉県総合支援協議会専門部会

委員の募集について  

２．報告事項：・監査報告 ・郵便物回覧 

≪第２回≫ 

日時：２０１５年４月２６日(日) １３時００分〜１７時００分 場所：黒砂公民館 和室 

出席者：岩本、木村、酒井、鈴木、古川、宮下、渡邊（理事７名）宇野、山本（監事 2名）、鈴木、小松（書記 2名） 

    阿部、小野、金子、治田、平山、宮﨑（新理事 6名） 

１．協議事項：・新旧理事自己紹介 ・各部・各局の議事録の承認について ・新入会員・退会者について ・平成 27

年度第一回研修会タイムスケジュールについて ・総会について ・第 9回日本介護支援専門員協会全国大会Ｉｎ千葉の

後援について ・県内訓練施設のＨＰ掲載について ・地域包括ケアにおける三士会合同事業について ・住所録の管理

について ・経費の申請方法について ・第二回全国研修会について ・選任書について ・新旧理事引き継ぎ 

２．報告事項：・郵便物回覧 

≪第３回≫ 

日時：２０１５年５月２４日(日) １０時００分〜１２時００分 場所：千葉県市民会館 3階 特別会議室２ 

出席者：吉田、岩本、木村、酒井、鈴木、古川、宮下、渡邊（理事８名）、宇野、山本（監事２名）、宮坂（書記） 

    阿部、小野、金子、平山、宮﨑（新理事５名） 

１．協議事項：・各部・各局の議事録の承認について ・新入会員・退会者について ・第一回研修会タイムスケジュー

ルについて ・総会について ・選挙管理委員の内規について ・委員会名簿について ・平成 26年度第三回症例検討

会の発表者について ・平成 28年度総会・第一回研修会日程と会場について ・代表理事・副会長の選定について ・

Ｎｏ.４８ニュース構成案とスケジュールについて ・財務について ・総務部より 

２.報告事項：・郵便物回覧 ・事務所の契約更新について 

≪第４回≫ 

日時：２０１５年６月７日（日） １３時００分〜１６時３０分 場所：黒砂公民館 会議室 

出席者：岩本、阿部、小野、金子、酒井、平山、宮﨑（理事７名）、宇野（監事）、井上（書記） 

１．協議事項：・各部・各局の議事録の承認について ・新入会員・退会者について ・協会アンケートへの回答につい

て ・選挙管理委員会の委員交代に関する内規について ・委員会名簿について ・介護保険委員会勉強会の申し込み状

況と広報について ・地域リーダー会議報告、ニュース掲載依頼について ・平成 27年第一回研修会アンケート結果に

ついて ・日本言語聴覚士協会第二回全国研修会について ・生活期リハ案内文ニュース掲載依頼について ・介護保険
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であっても確認してほしいとの

ことでした。難聴があってもうま

く行動できてしまい見逃されて

しまうこともあるため、“様子を

みましょう”で終わらせず、精密

検査を行ってほしいとご教示い

ただきました。 

 

最後に、成人の難聴について主

に突発性難聴と加齢性の難聴を

ご説明いただきました。難聴の治

療については、原因診断が重要で

あり、伝音性難聴であれば手術で

改善することもあるとのことで

した。補聴器について、音は大き

くなるものの、はっきりとしない

ことも多く、感音性難聴の場合、語音明瞭度は大きく変わらず、あらかじめ期待が高いと不満が出てきて

しまうそうです。人工内耳について平成２３年は手術時年齢２歳～３歳(対象７歳未満)が一番多かったと

の報告を提示されましたが、近年小児人内耳適応基準の年齢・聴力の条件が変わり、より多くの難聴児が

手術適応となっているとのことです。講演後の質疑応答では、耳鼻科医との連携について、補聴器の助成

制度についてなどで意見交換が行われ、最後に仲野先生から、小児難聴の早期発見を、また多くの高齢者

難聴に補聴器を使用してほしいとのお話で締めくくられ、幅広い聴覚障害をわかりやすくご教示いただい

た貴重な講演会となりました。 

 

 

★アンケート結果★ 

① 研修会に参加して（回収：５４名） 

とても良かった：４６名、普通：７名、期待していた内容と異なった：２名 

 

とても良かった 具体的に： 

・聴覚分野は苦手意識もあり、また関わる機会も少ないため、わかりやすく説明してくださりとても勉強に

なった。 

・難聴の精査に画像診断をする必要性がよくわかった。 

・難聴遺伝子について改めて聞ける機会は少ないので、勉強になった。 

 

普通 具体的に： 

・成人～高齢者の難聴について、もう少し詳しく教えてほしかった。 

 

期待していた内容と異なった 具体的に： 

・講演後半の資料がもう少しあるとよかった。 
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２．迷子が増えています 〜 変更届についてのお願い 〜 
 最近、迷子になって戻ってくる発送物が増えています。お手数ですが、氏名、住所や勤務先などに変

更があるときは、速やかにご連絡くださいますようお願いいたします。変更届の様式は会のホームペー

ジよりダウンロードすることができます。ご記入の上、事務所へ郵送やＦＡＸにてお届けください。ま

た、変更届に限ってメールによる受付をしております。会からの情報がみなさまのお手元に無事届きま

すよう、ご協力お願いいたします。  

 

３．新入会員のお知らせ（敬称略）会員数：正会員３７３名・準会員２０名・賛助会員：７団体 

（平成２７年６月７日 理事会承認分まで） 
 

・・・正会員・・・ 

村田 圭（船橋市立リハビリテーション病院）   小沢 駿輔（船橋市立リハビリテーション病院） 
秋田 美由紀（君津中央病院）          植田 莉代（船橋市立リハビリテーション病院） 
三枝 亜矢子（茂原中央病院）          齋藤 秀行（介護老人保健施設ハートケア市川） 
岡田 美咲（セコメディック病院）        片貝 友美（千葉中央メディカルセンター） 
宮脇 智子（平山病院）             柳田あすか（船橋市立リハビリテーション病院） 
富永麻那加（さかいリハ訪問看護ステーション船橋）鈴木 貴子（千葉市立海浜病院） 
原田 紗稀（おゆみの中央病院）         藤井 貴裕（セコメディック病院） 
菊地 絵里（旭中央病院）            藤本 考司（袖ケ浦さつき台病院） 
藤田 愛（船橋市立リハビリテーション病院）    佐久間 真理（船橋市立リハビリテーション病院） 
山内 まなみ（新八千代病院）          渡辺 美琴（船橋市立リハビリテーション病院） 
田島 由莉子（旭神経内科リハビリテーション病院）奥瀬 寛子（船橋二和病院） 

（届出順）                                                                   
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②今後の研修会や当会の活動について、ご意見などがありましたらお書きください。  

（以下の項目つき、回答を集計しました。） 

形式：講演 ４４名、症例発表 ２０名、シンポジウム ９名、グループワーク演習 ７名、 

相談会 ５名、領域ごとの研修会 １５名、その他 １名 

 

 

具体的に： 

・社会モデル、生活モデル的視点からのコミュニケーション支援、吃音の支援ができるネ 

ットワークづくり 

 

内容：失語症 ２２名、高次脳機能障害 ２３名、摂食・嚥下障害 ２２名、 

音声・構音障害 ２２名、吃音 １８名、言語発達障害 ２２名、 

聴覚障害 １６名、認知症 １７名、職場の悩み相談 ５名、復職について ７名、 

子育てとの両立について ６名、接遇やマナー等 ４名、その他 ２名 

 

具体的に： 

・定期的に仲野先生の講演会をしてほしい 

・失語症に対する評価・訓練、職業支援 

・自動車運転の評価について 

・障害告知の注意点や脳卒中後うつに対する対応の仕方について 

 

 

２．学術局より 

[研修会を終えて] 

研修会後の懇親会では、新人から経験年数豊富な先生方まで多くの方にご参加いただきました。その場

におきましても、仲野先生を中心にご講演について、日々の臨床において等、活発な意見交換が行われ、

また新人の方の自己紹介、ゲームなども催され、ふれあいのある会になりました。多くの皆様にご活用い

ただく機会となったことを嬉しく思っております。また形式を変えたアンケートでは、具体的に皆様から

のご要望を抽出でき、今後の研修会の運営に生かしてまいります。ご参加いただきました皆様、ありがと

うございました。皆様の臨床の一助になれますよう願っております。 
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◇ 事務局から ◇ 

年会費納入のお願い 
＊当会の年会費は前納制となっております。皆様のご協力を宜しくお願い致します。 
 
 
 

 

未納分について 

＊本年度は未納ゼロをめざします。平成２５年度・２６年度・２７年度分の年会費のお支払いがお済み

でない場合、期日を過ぎておりますので、未納分を合計した金額にてお早めにお支払いください。 
本会の規則により、２年以上会費未納の場合は退会とみなされますのでご注意ください。 
なお、退会後も未納分は徴収させていただきます。（例：正会員の場合：３５００円×２＝７０００円） 
納入済かどうかご不明な場合や、その他年会費に関するご質問がございましたら、県士会メールもし

くは下記までご連絡下さい。 
◇◇お支払い方法◇◇ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

≪年会費に関するお問合せ先≫ 
東邦大学医療センター佐倉病院 リハビリテーション部 
治田（はるた）寛之 ０４３－４６２－８８１１（代） 

 
１．入会のお誘い 

 当会に入会されていない方は、ぜひご入会くださるようお願い申し上げます。入会ご希望の方は、ホ

ームページにても入会方法をご案内申し上げておりますのでご覧ください。また、お近くに未入会の言

語聴覚士の方がいらしたら、入会をお勧めくださいますようお願い申し上げます。 

正会員 ３５００円    準会員 ３０００円 
賛助会員 １口５０００円（個人１口以上、団体２口以上でお願いします） 

１） ゆうちょ銀行および他の金融機関からのお振込み 
◇ゆうちょ銀行からのお振込の場合 
払込取扱票に氏名、住所、金額をご記入の上で下記宛にお振込ください 
（記号番号）００１２０－６－３９９３２  
（加入者名）一般社団法人千葉県言語聴覚士会 

◇ゆうちょ銀行以外の金融機関からのお振込の場合 
 （銀行名）ゆうちょ銀行 （金融機関コード）９９００ （店番）０１９ 
 （店名）〇一九（ゼロイチキュウ店） 
 （預金種目）当座 （口座番号）００３９９３２ 
 （受取人名）イッパンシャダンホウジン チバケンゲンゴチョウカクシカイ 

２） ゆうちょ銀行口座からの自動引落し 
お手続きについては、当会ホームページをご覧ください。 
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[研修会の症例発表者募集] 

今年度の研修会での症例発表者を募集します。日頃の臨床で悩んでいる症例などありましたら、是非ご

検討ください。皆様の積極的な提案をお待ちしています。当会ホームページにお問い合わせください。 

 

 

３．「地域の勉強会」での症例検討会に参加しませんか？ 

 会員の皆様のご協力により、各地域で勉強会が開催されています。ホームページの「地域勉強会情報」

をご参照の上ご参加ください。 

 

 

                     

◇ 第 6 回訪問リハ・地域リーダー会議報告 ◇ 

訪問リハビリ実務者研修会実行委員会 山崎勇太 小野幸男 
 
 去る平成 27 年 5 月 21 日・22 日、お台場のタイム 24 ビルにて『第 6 回訪問リハビリテーション地域リ

ーダー会議』が開催され、県士会代表として訪問リハビリ実務者研修会実行委員会の山崎・小野が千葉県

理学療法士会、千葉県作業療法士会の各代表と共に参加して参りました。 
1 日目は、第 1 部「これまでの経緯と今後の活動方針」、第 2 部「地域ブロック制について」の各講義が

行われました。 
第１部では、１）活動・参加に結びつけるバランスのリハビリの提供 ２）訪問リハビリ・介護予防事

業を 3 協会、3 士会が一つになって行政に働きかける必要がある ３）質の担保「今ある資源（特区）で

ベースを作る。拠点の整備」 ４）今回の改正でただ退院をさせるのではなく、退院後どのような生活を

考えた上での退院 ５）本人のニーズを確認した上でのリハビリの提供 ６）これからの介護予防は本人

を取り巻く環境へのアプローチ、リハビリ専門職等を活かした自立支援に資する取り組みを推進していく。

と、実例を通し紹介がありました。また、茨城県のリハビリテーション専門協議会設立報告があり、介護

予防事業・行政の要望によるセラピスト派遣等協力事業を行っていく 3 士会とは別に法人化した協議会と

の事でした。 
2 日目は、第 3 部「昨年度研修会の報告」、第 4 部「平成 27 年度実務者研修会について」の各講義が行

われました。 
第 3 部では、訪問リハビリテーションの研修体系、実務者研修会の実施状況報告。また、神奈川県、千

葉県、石川県の実務者研修会の報告がありました。千葉県からは千葉県作業療法士会の佐々木祐介氏より、

Basic と Advanced の 2 階層の利点・欠点についての報告をしていただきました。 
第 4 部では、今後の取り組みとして実務者研修会と事例共有に関する 3 か年計画の紹介がありました。

日本全国どこででも訪問リハビリテーションが受けられるよう、質・量・コンプライアンスを担保する事

が目的との事でした。今までの「寝て・揉んで・擦って」とのイメージを拭払し、PDCA を用いた事例集

を 3 か年でまとめ上げ、その成果を厚労省に報告するとの事でした。さらに生活期のリハビリにおいては

活動・参加に繋がる目標設定・プログラムを行う事で訪問リハビリを卒業し、多様な通所等へ移行してい

く事が求められています。また、通所リハビリからの訪問や生活行為マネージメントの実施、会議が機能

している事も必要となります。そのためには、セラピストが利用者様の価値観の転換を促していき、前向

きな思考を持つようにしていく。またセラピストはストレングスの視点を持ち、活動・参加につなげるパ
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◇ 各委員会・作業部会から ◇ 

◎○◎リハビリテーション公開講座実行委員会◎○◎ 

第９回リハビリテーション公開講座のご案内 
『来て、見て、やって！いきいき健康講座』 

日 時：平成２７年１１月１日（日）１３時００分～１６時００分 
会 場：木更津市民総合福祉会館 （木更津市潮見２―９） 
内 容：医師による基調講演と、ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ士会による介護予防体験コーナー 
本会からは、『肺炎を予防しよう～あなたの嚥下力は？～』をテーマに、一般市民の方々に口腔機能や嚥

下機能の評価を体験していただく予定です。詳細は、今後ホームページ等でお知らせします。当日お手伝

い下さるボランティアも募集中です。 
（古川 大輔） 

 

◎○◎生涯学習プログラム基礎講座・専門講座作業部会◎○◎ 

今年度も、一般社団法人 日本言語聴覚士協会、生涯学習プログラム基礎講座・専門講座の千葉県版を

実施いたします。基礎講座全ての 6 講座と千葉県独自の 1 講座、さらに専門講座 1 講座と全 8 講座を 2 日

間で行います。 
専門講座は国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科の藤田 郁代先生による「臨床実習 －スーパ

ービジョンと指導技法－」を実施いたします。来年度、千葉県成田市に言語聴覚学科を有する４年制大学

が開校し、県内施設での臨床実習の場を求められることが予想されます。今後の臨床実習を充実させ、県

内でのＳＴ養成に役立て頂く意味もありこの講座を企画いたしました。 
まだ経験の浅いＳＴから経験を積まれたベテランＳＴまで研修が可能なプログラムとなっております。

また、認定言語聴覚士の受講資格には生涯学習プログラムの修了証が必要です。 
この機会に是非ご参加ください。  

  日 時 ： 平成２７年１２月６日（日） ・ １２月２０日（日） 
  会 場 ： 千葉市文化センター（例年と会場が異なります） 

詳しくは同封の案内状をご覧の上、当会ホームページから（申込み開始：９月１４日）お申込みくださ

い。 
多くの皆様の参加をお待ちしています。 

（斉藤 公人） 

 

◎○◎聴覚障害委員会・小児言語委員会◎○◎ 

聴覚障害委員会と小児言語委員会では、今年度初めての試みとして合同で研修会および情報交換会を開催

する予定です。テーマは「軽度難聴の早期発見とその対応」の予定です。詳細につきましては、県士会ホ

ームページなどにてお知らせいたします。 
（金子 義信） 
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ーソナル SWOT 分析にてアプローチの組み立てをし、利用者様の弱みを強みに変える必要があるとの事

でした。そして研修の締めくくりには「活動と参加に向けた事例収集のための作戦会議」の議題でグルー

プワークが行われ、それぞれのグループで活発な議論が交わされました。 
今回の研修を通して、機能重視の考え方が自分も含め多い事、「活動・参加」にて考えていく必要さを

改めて痛感する事ができました。生活期リハビリのより良い質・量・コンプライアンスの提供・存続のた

めにも、国や行政から求められている我々リハビリの役割・立場を全員に発信していかなければなりませ

ん。 
3 協会では、平成３０年度の医療保険、介護保険の同時改定に向け訪問リハビリステーション設立に積

極的に行動を起こしており、「活動・参加」に向けたリハビリを提供していかないと壊滅的との話もあり

ました。都道府県の中では地域に向けた協議会を設立している所も増えてきています。千葉県も 3 士会合

同に地域に向けた取り組みを強化していく必要があると思います。今回の会議で得たものを実務者研修会

実行委員会の活動に活かし、研修がより有意義なものになるように努めてまいりたいと思います。このよ

うな貴重な機会をいただき、有難うございました。 
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けることができず、利用者が生活している環境にそぐわない、実践困難な支援計画を考えていたことに気

づかされました。 
今になって思うことですが、初めて就職したのが入所施設であったこと、そしてＳＴ部門の開設スタッ

フであったことは、良かった面も多くあったと感じています。前述したような経験から、障害をもった方々

の日々の生活を知ることができ、ＳＴとして何ができるのかを考えることができました。様々な職種の人

たちと関わり合う中で、多くの失敗、特に自分の思いや考えを相手にわかるように伝えることができない

自分の能力の低さにくやしい思いもしました。しかし、一つの事象に対する多角的評価の重要性と、それ

らを統合して次の実践につなげていく楽しさも味わうことができました。 
今年ＳＴになった方々の中には、４月から４カ月が過ぎ、若干息切れぎみの方もいるかもしれません。

ＳＴの仕事は楽ではありませんが、楽しい仕事だと思います。ちゃんと息抜きしながら、課題に向き合い

その楽しさを味わってもらえたらと思います。 
 
 
 
 
 

三三三 きこえに関するひとくちコラム 三三三 
 ・・・・聴覚障害委員会・・・・ 

遺伝性難聴について その① 

前回のコラムでは、難聴の原因と遺伝子診断についてご紹介しました。今回は常染色体劣性遺伝の原因遺伝

子で頻度が高い 2種類の遺伝子変異の特徴をお伝えします。 

【GJB2遺伝子変異】 先天性難聴の約 20％を占めます。GJB2遺伝子変異の中でも変異の種類によって難聴

の程度は軽度～重度までさまざまです。難聴の進行を認めることは稀で、随伴症状はないと言われています。遺

伝子検査でタイプが分かることにより、介入法の選択（補聴器

か人工内耳か）に有用な情報にもなります。 

【SLC26A4遺伝子変異】 GJB2に次いで頻度が高い遺伝

子変異です。高音障害型感音難聴を示すことが多く、難聴は

前庭水管拡大のため変動を繰り返し進行するのが特徴的で

す。高頻度でめまいの合併を認め、同時に聴力低下も伴うこと

が多くみられます。 

また 10歳頃から成人後にかけて甲状腺腫を発症する

Pendred症候群の原因遺伝子でもあり、甲状腺機能も含めて

定期的な経過観察が必要です。 

 

 

 

 

 

 

先天性難聴の遺伝子診断 
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我孫子市障害者福祉センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・竹中 啓介 
 
 当施設は、我孫子市が身体障害者福祉センターＢ型として昭和 55 年に設立した通所施設です。障害福

祉の法律は、平成 15 年の支援費制度の施行以来、障害者自立支援法、障害者総合支援法と 10 年間に何度

も見直しが行われてきました。当施設は、もともと身体障害に特化した施設でしたが、障害者自立支援法

以降、精神障害と知的障害のある人等も受け入れるため、施設名称から「身体」を削除しています。 
 主な業務は、地域活動支援センター事業、基幹機能強化事業、障害者の社会参加促進事業、福祉の増進

を図るための啓発活動、その他で構成されています。地域活動支援センター事業は、ST、PT、OT による

訓練や創作的活動等のサービスを提供しています。通所者は、身体障害のある人が全体の 75%を占めます

が、最近では地域との連携を強化した結果、知的障害（13%）、精神障害（6%）、重複障害（6%）のある

人の利用が増えてきました。基幹機能強化事業は、市内の作業所へ専門職を派遣し、リハビリテーション

の技術指導等を実施するもので、地域との連携強化に欠かせない事業になっています。障害者の社会参加

促進事業では、失語症会話パートナーの派遣事業、中途失聴者・難聴者の方を対象とした手話・読話講習

会、精神デイケアクラブなどの事業を推進しています。啓発活動では、失語症家族教室、絵画と書道など

の作品展示を実施しています。 
 以上のように、近年では地域連携、対象とする障害の拡大、障害のある人の自立と社会参加の推進を重

視しながら運営を行っています。 
  

 

医療法人社団弥生会 旭神経内科リハビリテーション病院 ・・・・・・・・・・・ 太田 直樹  
 東葛北部地区の松戸市にあります、８７床の回復期病院です。入院患者は脳血管障害や頭部外傷、骨折

の方が大半で、外来リハビリも行っております。また、法人内には通所リハビリ、入所施設も併設してお

ります。 
 松戸市では、平成１５年の時点で高齢化率１４％を超え「高齢社会」に突入しており、平成３０年には

２５％を越えると予測されており、当院入院患者様も高齢の方が大半です。 
 リハビリテーション部には、PT３５名、OT１８名、ST１１名、臨床心理士５名が在籍しており、ST
は失語症、高次脳機能障害、構音障害、摂食・嚥下障害、認知症の患者様のリハビリを行っています。 
 当院は、千葉県の高次脳機能障害支援普及事業の地域支援拠点機関、東葛北部地域リハビリテーション

広域支援センターが設置されており、ST も担当スタッフの一員になっています。 

 また、認知症疾患医療センターや地域包括支援センターも設置されており、入院患者様には寝たきりや

認知症予防として院内で行う「入院デイケア」を平成 16 年 10 月から取り組んでおり、個別訓練と合わせ

て認知症リハビリにも力を入れています。 

 各専門職員が連携しながら、「心技体」（心理、精神面での治療・リハビリテーション治療・身体疾患

の治療）の医療を目指して行っています。 

施  設  紹  介 
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★☆★ ST1年目を思い出して ★☆★ 

帝京平成大学 
野原 信 

 
ＳＴになってから１５年目を迎えます。今は、ＳＴの養成課程で教員をするとともに千葉県内で幼児期

から思春期のお子さんを対象にした臨床を行っています。臨床現場では、支援の対象である子どもたちや

その家族から、日々いろいろなことを学ばせてもらうとともに、先輩方や同僚のスタッフと共同して働い

ていく中で、臨床家として成長したところとしていないところ、また、感じにくくなってしまったところ

を理解し、「次からは、こうしてみよう」と考えながら、楽しく仕事をしています。 
そのような、まだまだＳＴとして成長途上にいる私に話せることは本当に少ないのですが、今年４月か

らＳＴになった方々に対して、私の就職当時の経験を語ることで参考になることもあるかなと思い、書か

せていただきました。 
私が就職した当時は、今よりも就職先が少なく、希望領域や地域で就職先を決めるというより常勤で働

ける場所があればどこにでも行くというような状況でした。その中で、運よく常勤ＳＴとして千葉県内の

重症心身障害児の入所施設に就職することができました。その施設はリハ部門を立ち上げたばかりで、Ｓ

Ｔ部門はもう一人新卒で採用になったＳＴと私の２人で立ち上げることになりました。 
入職してすぐに、５０名の入所者に対する摂食嚥下機能の評価と支援方法について、アドバイスを求め

られました。国内にある同施設の共通課題となっている入所者の高齢化に伴う機能低下が、私が就職した

施設の利用者の方々にもおこっており、最優先の課題でした。そこで、利用者一人一人の機能評価を行い、

適切と思われる食事環境の調整にとりかかりました。 
活動をはじめてすぐに、利用者と生活介助に入っている職員から様々な意見がでてきました。入所者の

うち、数名はＡＡＣを活用した意思表出が可能で、そのうちの一人の方から、「ＳＴは評価に入らないで

ほしい。食事評価をされると、今のきざみ食を変えられてしまうことがわかっている。ミキサー食やペー

ストは食べたくない。」との訴えでした。一方、職員からは、「ＳＴの指導方法通りに食事介助をしていた

ら、食事時間がかかりすぎて、その後の活動に支障がでる。」との訴えでした。食事終了後、歯磨き・排

泄・余暇活動と流れがあるが、食事が伸びればその後の活動がすべて遅れ、結果として余暇活動の時間が

短くなる、もしくは中止になってしまうと言われました。 
その他、入職１年目にあったことですが、私が食事介助に入ってもなかなか食べてくれない、利用者に

よっては全く口を開けてくれず、食事をとってくれない。そして「○○さん、食欲ないみたいです」と言

って、日常関わっている職員に替わってもらうと、すぐに口を開けて食べ始めることがありました。その

時は、利用者に対して申し訳ない気持ちと、他の職員に対して、迷惑をかけている・恥ずかしい・くやし

いなど、いろいろな思いが湧いてきて辛かったことを思い出します。 
これらの経験の中で、私は「食事」を摂食嚥下機能という側面からのみ理解しようとしていまい、食事

に対する楽しみなど、ご本人の思いへ意識を向けることができていなかったこと、「食事」を介助によっ

て行うことは、コミュニケーションの成立が前提にあり、互いの関係性を軽視した中では食事支援が成立

しないことを理解することができました。また、「食事」を日常生活の中にある一つの活動として位置付

臨床こぼれ話 
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訓練や創作的活動等のサービスを提供しています。通所者は、身体障害のある人が全体の 75%を占めます

が、最近では地域との連携を強化した結果、知的障害（13%）、精神障害（6%）、重複障害（6%）のある

人の利用が増えてきました。基幹機能強化事業は、市内の作業所へ専門職を派遣し、リハビリテーション

の技術指導等を実施するもので、地域との連携強化に欠かせない事業になっています。障害者の社会参加

促進事業では、失語症会話パートナーの派遣事業、中途失聴者・難聴者の方を対象とした手話・読話講習

会、精神デイケアクラブなどの事業を推進しています。啓発活動では、失語症家族教室、絵画と書道など

の作品展示を実施しています。 
 以上のように、近年では地域連携、対象とする障害の拡大、障害のある人の自立と社会参加の推進を重

視しながら運営を行っています。 
  

 

医療法人社団弥生会 旭神経内科リハビリテーション病院 ・・・・・・・・・・・ 太田 直樹  
 東葛北部地区の松戸市にあります、８７床の回復期病院です。入院患者は脳血管障害や頭部外傷、骨折

の方が大半で、外来リハビリも行っております。また、法人内には通所リハビリ、入所施設も併設してお

ります。 
 松戸市では、平成１５年の時点で高齢化率１４％を超え「高齢社会」に突入しており、平成３０年には

２５％を越えると予測されており、当院入院患者様も高齢の方が大半です。 
 リハビリテーション部には、PT３５名、OT１８名、ST１１名、臨床心理士５名が在籍しており、ST
は失語症、高次脳機能障害、構音障害、摂食・嚥下障害、認知症の患者様のリハビリを行っています。 
 当院は、千葉県の高次脳機能障害支援普及事業の地域支援拠点機関、東葛北部地域リハビリテーション

広域支援センターが設置されており、ST も担当スタッフの一員になっています。 

 また、認知症疾患医療センターや地域包括支援センターも設置されており、入院患者様には寝たきりや

認知症予防として院内で行う「入院デイケア」を平成 16 年 10 月から取り組んでおり、個別訓練と合わせ

て認知症リハビリにも力を入れています。 

 各専門職員が連携しながら、「心技体」（心理、精神面での治療・リハビリテーション治療・身体疾患

の治療）の医療を目指して行っています。 

施  設  紹  介 
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★☆★ ST1年目を思い出して ★☆★ 

帝京平成大学 
野原 信 

 
ＳＴになってから１５年目を迎えます。今は、ＳＴの養成課程で教員をするとともに千葉県内で幼児期

から思春期のお子さんを対象にした臨床を行っています。臨床現場では、支援の対象である子どもたちや

その家族から、日々いろいろなことを学ばせてもらうとともに、先輩方や同僚のスタッフと共同して働い

ていく中で、臨床家として成長したところとしていないところ、また、感じにくくなってしまったところ

を理解し、「次からは、こうしてみよう」と考えながら、楽しく仕事をしています。 
そのような、まだまだＳＴとして成長途上にいる私に話せることは本当に少ないのですが、今年４月か

らＳＴになった方々に対して、私の就職当時の経験を語ることで参考になることもあるかなと思い、書か

せていただきました。 
私が就職した当時は、今よりも就職先が少なく、希望領域や地域で就職先を決めるというより常勤で働

ける場所があればどこにでも行くというような状況でした。その中で、運よく常勤ＳＴとして千葉県内の

重症心身障害児の入所施設に就職することができました。その施設はリハ部門を立ち上げたばかりで、Ｓ

Ｔ部門はもう一人新卒で採用になったＳＴと私の２人で立ち上げることになりました。 
入職してすぐに、５０名の入所者に対する摂食嚥下機能の評価と支援方法について、アドバイスを求め

られました。国内にある同施設の共通課題となっている入所者の高齢化に伴う機能低下が、私が就職した

施設の利用者の方々にもおこっており、最優先の課題でした。そこで、利用者一人一人の機能評価を行い、

適切と思われる食事環境の調整にとりかかりました。 
活動をはじめてすぐに、利用者と生活介助に入っている職員から様々な意見がでてきました。入所者の

うち、数名はＡＡＣを活用した意思表出が可能で、そのうちの一人の方から、「ＳＴは評価に入らないで

ほしい。食事評価をされると、今のきざみ食を変えられてしまうことがわかっている。ミキサー食やペー

ストは食べたくない。」との訴えでした。一方、職員からは、「ＳＴの指導方法通りに食事介助をしていた

ら、食事時間がかかりすぎて、その後の活動に支障がでる。」との訴えでした。食事終了後、歯磨き・排

泄・余暇活動と流れがあるが、食事が伸びればその後の活動がすべて遅れ、結果として余暇活動の時間が

短くなる、もしくは中止になってしまうと言われました。 
その他、入職１年目にあったことですが、私が食事介助に入ってもなかなか食べてくれない、利用者に

よっては全く口を開けてくれず、食事をとってくれない。そして「○○さん、食欲ないみたいです」と言

って、日常関わっている職員に替わってもらうと、すぐに口を開けて食べ始めることがありました。その

時は、利用者に対して申し訳ない気持ちと、他の職員に対して、迷惑をかけている・恥ずかしい・くやし

いなど、いろいろな思いが湧いてきて辛かったことを思い出します。 
これらの経験の中で、私は「食事」を摂食嚥下機能という側面からのみ理解しようとしていまい、食事

に対する楽しみなど、ご本人の思いへ意識を向けることができていなかったこと、「食事」を介助によっ

て行うことは、コミュニケーションの成立が前提にあり、互いの関係性を軽視した中では食事支援が成立

しないことを理解することができました。また、「食事」を日常生活の中にある一つの活動として位置付

臨床こぼれ話 
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ーソナル SWOT 分析にてアプローチの組み立てをし、利用者様の弱みを強みに変える必要があるとの事

でした。そして研修の締めくくりには「活動と参加に向けた事例収集のための作戦会議」の議題でグルー

プワークが行われ、それぞれのグループで活発な議論が交わされました。 
今回の研修を通して、機能重視の考え方が自分も含め多い事、「活動・参加」にて考えていく必要さを

改めて痛感する事ができました。生活期リハビリのより良い質・量・コンプライアンスの提供・存続のた

めにも、国や行政から求められている我々リハビリの役割・立場を全員に発信していかなければなりませ

ん。 
3 協会では、平成３０年度の医療保険、介護保険の同時改定に向け訪問リハビリステーション設立に積

極的に行動を起こしており、「活動・参加」に向けたリハビリを提供していかないと壊滅的との話もあり

ました。都道府県の中では地域に向けた協議会を設立している所も増えてきています。千葉県も 3 士会合

同に地域に向けた取り組みを強化していく必要があると思います。今回の会議で得たものを実務者研修会

実行委員会の活動に活かし、研修がより有意義なものになるように努めてまいりたいと思います。このよ

うな貴重な機会をいただき、有難うございました。 
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けることができず、利用者が生活している環境にそぐわない、実践困難な支援計画を考えていたことに気

づかされました。 
今になって思うことですが、初めて就職したのが入所施設であったこと、そしてＳＴ部門の開設スタッ

フであったことは、良かった面も多くあったと感じています。前述したような経験から、障害をもった方々

の日々の生活を知ることができ、ＳＴとして何ができるのかを考えることができました。様々な職種の人

たちと関わり合う中で、多くの失敗、特に自分の思いや考えを相手にわかるように伝えることができない

自分の能力の低さにくやしい思いもしました。しかし、一つの事象に対する多角的評価の重要性と、それ

らを統合して次の実践につなげていく楽しさも味わうことができました。 
今年ＳＴになった方々の中には、４月から４カ月が過ぎ、若干息切れぎみの方もいるかもしれません。

ＳＴの仕事は楽ではありませんが、楽しい仕事だと思います。ちゃんと息抜きしながら、課題に向き合い

その楽しさを味わってもらえたらと思います。 
 
 
 
 
 

三三三 きこえに関するひとくちコラム 三三三 
 ・・・・聴覚障害委員会・・・・ 

遺伝性難聴について その① 

前回のコラムでは、難聴の原因と遺伝子診断についてご紹介しました。今回は常染色体劣性遺伝の原因遺伝

子で頻度が高い 2種類の遺伝子変異の特徴をお伝えします。 

【GJB2遺伝子変異】 先天性難聴の約 20％を占めます。GJB2遺伝子変異の中でも変異の種類によって難聴

の程度は軽度～重度までさまざまです。難聴の進行を認めることは稀で、随伴症状はないと言われています。遺

伝子検査でタイプが分かることにより、介入法の選択（補聴器

か人工内耳か）に有用な情報にもなります。 

【SLC26A4遺伝子変異】 GJB2に次いで頻度が高い遺伝

子変異です。高音障害型感音難聴を示すことが多く、難聴は

前庭水管拡大のため変動を繰り返し進行するのが特徴的で

す。高頻度でめまいの合併を認め、同時に聴力低下も伴うこと

が多くみられます。 

また 10歳頃から成人後にかけて甲状腺腫を発症する

Pendred症候群の原因遺伝子でもあり、甲状腺機能も含めて

定期的な経過観察が必要です。 

 

 

 

 

 

 

先天性難聴の遺伝子診断 
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[研修会の症例発表者募集] 

今年度の研修会での症例発表者を募集します。日頃の臨床で悩んでいる症例などありましたら、是非ご

検討ください。皆様の積極的な提案をお待ちしています。当会ホームページにお問い合わせください。 

 

 

３．「地域の勉強会」での症例検討会に参加しませんか？ 

 会員の皆様のご協力により、各地域で勉強会が開催されています。ホームページの「地域勉強会情報」

をご参照の上ご参加ください。 

 

 

                     

◇ 第 6 回訪問リハ・地域リーダー会議報告 ◇ 

訪問リハビリ実務者研修会実行委員会 山崎勇太 小野幸男 
 
 去る平成 27 年 5 月 21 日・22 日、お台場のタイム 24 ビルにて『第 6 回訪問リハビリテーション地域リ

ーダー会議』が開催され、県士会代表として訪問リハビリ実務者研修会実行委員会の山崎・小野が千葉県

理学療法士会、千葉県作業療法士会の各代表と共に参加して参りました。 
1 日目は、第 1 部「これまでの経緯と今後の活動方針」、第 2 部「地域ブロック制について」の各講義が

行われました。 
第１部では、１）活動・参加に結びつけるバランスのリハビリの提供 ２）訪問リハビリ・介護予防事

業を 3 協会、3 士会が一つになって行政に働きかける必要がある ３）質の担保「今ある資源（特区）で

ベースを作る。拠点の整備」 ４）今回の改正でただ退院をさせるのではなく、退院後どのような生活を

考えた上での退院 ５）本人のニーズを確認した上でのリハビリの提供 ６）これからの介護予防は本人

を取り巻く環境へのアプローチ、リハビリ専門職等を活かした自立支援に資する取り組みを推進していく。

と、実例を通し紹介がありました。また、茨城県のリハビリテーション専門協議会設立報告があり、介護

予防事業・行政の要望によるセラピスト派遣等協力事業を行っていく 3 士会とは別に法人化した協議会と

の事でした。 
2 日目は、第 3 部「昨年度研修会の報告」、第 4 部「平成 27 年度実務者研修会について」の各講義が行

われました。 
第 3 部では、訪問リハビリテーションの研修体系、実務者研修会の実施状況報告。また、神奈川県、千

葉県、石川県の実務者研修会の報告がありました。千葉県からは千葉県作業療法士会の佐々木祐介氏より、

Basic と Advanced の 2 階層の利点・欠点についての報告をしていただきました。 
第 4 部では、今後の取り組みとして実務者研修会と事例共有に関する 3 か年計画の紹介がありました。

日本全国どこででも訪問リハビリテーションが受けられるよう、質・量・コンプライアンスを担保する事

が目的との事でした。今までの「寝て・揉んで・擦って」とのイメージを拭払し、PDCA を用いた事例集

を 3 か年でまとめ上げ、その成果を厚労省に報告するとの事でした。さらに生活期のリハビリにおいては

活動・参加に繋がる目標設定・プログラムを行う事で訪問リハビリを卒業し、多様な通所等へ移行してい

く事が求められています。また、通所リハビリからの訪問や生活行為マネージメントの実施、会議が機能

している事も必要となります。そのためには、セラピストが利用者様の価値観の転換を促していき、前向

きな思考を持つようにしていく。またセラピストはストレングスの視点を持ち、活動・参加につなげるパ
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◇ 各委員会・作業部会から ◇ 

◎○◎リハビリテーション公開講座実行委員会◎○◎ 

第９回リハビリテーション公開講座のご案内 
『来て、見て、やって！いきいき健康講座』 

日 時：平成２７年１１月１日（日）１３時００分～１６時００分 
会 場：木更津市民総合福祉会館 （木更津市潮見２―９） 
内 容：医師による基調講演と、ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ士会による介護予防体験コーナー 
本会からは、『肺炎を予防しよう～あなたの嚥下力は？～』をテーマに、一般市民の方々に口腔機能や嚥

下機能の評価を体験していただく予定です。詳細は、今後ホームページ等でお知らせします。当日お手伝

い下さるボランティアも募集中です。 
（古川 大輔） 

 

◎○◎生涯学習プログラム基礎講座・専門講座作業部会◎○◎ 

今年度も、一般社団法人 日本言語聴覚士協会、生涯学習プログラム基礎講座・専門講座の千葉県版を

実施いたします。基礎講座全ての 6 講座と千葉県独自の 1 講座、さらに専門講座 1 講座と全 8 講座を 2 日

間で行います。 
専門講座は国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科の藤田 郁代先生による「臨床実習 －スーパ

ービジョンと指導技法－」を実施いたします。来年度、千葉県成田市に言語聴覚学科を有する４年制大学

が開校し、県内施設での臨床実習の場を求められることが予想されます。今後の臨床実習を充実させ、県

内でのＳＴ養成に役立て頂く意味もありこの講座を企画いたしました。 
まだ経験の浅いＳＴから経験を積まれたベテランＳＴまで研修が可能なプログラムとなっております。

また、認定言語聴覚士の受講資格には生涯学習プログラムの修了証が必要です。 
この機会に是非ご参加ください。  

  日 時 ： 平成２７年１２月６日（日） ・ １２月２０日（日） 
  会 場 ： 千葉市文化センター（例年と会場が異なります） 

詳しくは同封の案内状をご覧の上、当会ホームページから（申込み開始：９月１４日）お申込みくださ

い。 
多くの皆様の参加をお待ちしています。 

（斉藤 公人） 

 

◎○◎聴覚障害委員会・小児言語委員会◎○◎ 

聴覚障害委員会と小児言語委員会では、今年度初めての試みとして合同で研修会および情報交換会を開催

する予定です。テーマは「軽度難聴の早期発見とその対応」の予定です。詳細につきましては、県士会ホ

ームページなどにてお知らせいたします。 
（金子 義信） 
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②今後の研修会や当会の活動について、ご意見などがありましたらお書きください。  

（以下の項目つき、回答を集計しました。） 

形式：講演 ４４名、症例発表 ２０名、シンポジウム ９名、グループワーク演習 ７名、 

相談会 ５名、領域ごとの研修会 １５名、その他 １名 

 

 

具体的に： 

・社会モデル、生活モデル的視点からのコミュニケーション支援、吃音の支援ができるネ 

ットワークづくり 

 

内容：失語症 ２２名、高次脳機能障害 ２３名、摂食・嚥下障害 ２２名、 

音声・構音障害 ２２名、吃音 １８名、言語発達障害 ２２名、 

聴覚障害 １６名、認知症 １７名、職場の悩み相談 ５名、復職について ７名、 

子育てとの両立について ６名、接遇やマナー等 ４名、その他 ２名 

 

具体的に： 

・定期的に仲野先生の講演会をしてほしい 

・失語症に対する評価・訓練、職業支援 

・自動車運転の評価について 

・障害告知の注意点や脳卒中後うつに対する対応の仕方について 

 

 

２．学術局より 

[研修会を終えて] 

研修会後の懇親会では、新人から経験年数豊富な先生方まで多くの方にご参加いただきました。その場

におきましても、仲野先生を中心にご講演について、日々の臨床において等、活発な意見交換が行われ、

また新人の方の自己紹介、ゲームなども催され、ふれあいのある会になりました。多くの皆様にご活用い

ただく機会となったことを嬉しく思っております。また形式を変えたアンケートでは、具体的に皆様から

のご要望を抽出でき、今後の研修会の運営に生かしてまいります。ご参加いただきました皆様、ありがと

うございました。皆様の臨床の一助になれますよう願っております。 
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◇ 事務局から ◇ 

年会費納入のお願い 
＊当会の年会費は前納制となっております。皆様のご協力を宜しくお願い致します。 
 
 
 

 

未納分について 

＊本年度は未納ゼロをめざします。平成２５年度・２６年度・２７年度分の年会費のお支払いがお済み

でない場合、期日を過ぎておりますので、未納分を合計した金額にてお早めにお支払いください。 
本会の規則により、２年以上会費未納の場合は退会とみなされますのでご注意ください。 
なお、退会後も未納分は徴収させていただきます。（例：正会員の場合：３５００円×２＝７０００円） 
納入済かどうかご不明な場合や、その他年会費に関するご質問がございましたら、県士会メールもし

くは下記までご連絡下さい。 
◇◇お支払い方法◇◇ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

≪年会費に関するお問合せ先≫ 
東邦大学医療センター佐倉病院 リハビリテーション部 
治田（はるた）寛之 ０４３－４６２－８８１１（代） 

 
１．入会のお誘い 

 当会に入会されていない方は、ぜひご入会くださるようお願い申し上げます。入会ご希望の方は、ホ

ームページにても入会方法をご案内申し上げておりますのでご覧ください。また、お近くに未入会の言

語聴覚士の方がいらしたら、入会をお勧めくださいますようお願い申し上げます。 

正会員 ３５００円    準会員 ３０００円 
賛助会員 １口５０００円（個人１口以上、団体２口以上でお願いします） 

１） ゆうちょ銀行および他の金融機関からのお振込み 
◇ゆうちょ銀行からのお振込の場合 
払込取扱票に氏名、住所、金額をご記入の上で下記宛にお振込ください 
（記号番号）００１２０－６－３９９３２  
（加入者名）一般社団法人千葉県言語聴覚士会 

◇ゆうちょ銀行以外の金融機関からのお振込の場合 
 （銀行名）ゆうちょ銀行 （金融機関コード）９９００ （店番）０１９ 
 （店名）〇一九（ゼロイチキュウ店） 
 （預金種目）当座 （口座番号）００３９９３２ 
 （受取人名）イッパンシャダンホウジン チバケンゲンゴチョウカクシカイ 

２） ゆうちょ銀行口座からの自動引落し 
お手続きについては、当会ホームページをご覧ください。 
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であっても確認してほしいとの

ことでした。難聴があってもうま

く行動できてしまい見逃されて

しまうこともあるため、“様子を

みましょう”で終わらせず、精密

検査を行ってほしいとご教示い

ただきました。 

 

最後に、成人の難聴について主

に突発性難聴と加齢性の難聴を

ご説明いただきました。難聴の治

療については、原因診断が重要で

あり、伝音性難聴であれば手術で

改善することもあるとのことで

した。補聴器について、音は大き

くなるものの、はっきりとしない

ことも多く、感音性難聴の場合、語音明瞭度は大きく変わらず、あらかじめ期待が高いと不満が出てきて

しまうそうです。人工内耳について平成２３年は手術時年齢２歳～３歳(対象７歳未満)が一番多かったと

の報告を提示されましたが、近年小児人内耳適応基準の年齢・聴力の条件が変わり、より多くの難聴児が

手術適応となっているとのことです。講演後の質疑応答では、耳鼻科医との連携について、補聴器の助成

制度についてなどで意見交換が行われ、最後に仲野先生から、小児難聴の早期発見を、また多くの高齢者

難聴に補聴器を使用してほしいとのお話で締めくくられ、幅広い聴覚障害をわかりやすくご教示いただい

た貴重な講演会となりました。 

 

 

★アンケート結果★ 

① 研修会に参加して（回収：５４名） 

とても良かった：４６名、普通：７名、期待していた内容と異なった：２名 

 

とても良かった 具体的に： 

・聴覚分野は苦手意識もあり、また関わる機会も少ないため、わかりやすく説明してくださりとても勉強に

なった。 

・難聴の精査に画像診断をする必要性がよくわかった。 

・難聴遺伝子について改めて聞ける機会は少ないので、勉強になった。 

 

普通 具体的に： 

・成人～高齢者の難聴について、もう少し詳しく教えてほしかった。 

 

期待していた内容と異なった 具体的に： 

・講演後半の資料がもう少しあるとよかった。 
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２．迷子が増えています 〜 変更届についてのお願い 〜 
 最近、迷子になって戻ってくる発送物が増えています。お手数ですが、氏名、住所や勤務先などに変

更があるときは、速やかにご連絡くださいますようお願いいたします。変更届の様式は会のホームペー

ジよりダウンロードすることができます。ご記入の上、事務所へ郵送やＦＡＸにてお届けください。ま

た、変更届に限ってメールによる受付をしております。会からの情報がみなさまのお手元に無事届きま

すよう、ご協力お願いいたします。  

 

３．新入会員のお知らせ（敬称略）会員数：正会員３７３名・準会員２０名・賛助会員：７団体 

（平成２７年６月７日 理事会承認分まで） 
 

・・・正会員・・・ 

村田 圭（船橋市立リハビリテーション病院）   小沢 駿輔（船橋市立リハビリテーション病院） 
秋田 美由紀（君津中央病院）          植田 莉代（船橋市立リハビリテーション病院） 
三枝 亜矢子（茂原中央病院）          齋藤 秀行（介護老人保健施設ハートケア市川） 
岡田 美咲（セコメディック病院）        片貝 友美（千葉中央メディカルセンター） 
宮脇 智子（平山病院）             柳田あすか（船橋市立リハビリテーション病院） 
富永麻那加（さかいリハ訪問看護ステーション船橋）鈴木 貴子（千葉市立海浜病院） 
原田 紗稀（おゆみの中央病院）         藤井 貴裕（セコメディック病院） 
菊地 絵里（旭中央病院）            藤本 考司（袖ケ浦さつき台病院） 
藤田 愛（船橋市立リハビリテーション病院）    佐久間 真理（船橋市立リハビリテーション病院） 
山内 まなみ（新八千代病院）          渡辺 美琴（船橋市立リハビリテーション病院） 
田島 由莉子（旭神経内科リハビリテーション病院）奥瀬 寛子（船橋二和病院） 

（届出順）                                                                   
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◇ 学術局より ◇ 

学術局 酒井 譲 

 

１．第１回研修会報告 

 

平成２７年５月２４日（日）に千葉市民会館で第１回研修会を開催しました。今回は、千葉県こども病

院 耳鼻咽喉科の仲野 敦子先生をお招きして、ご講演いただきました。参加者は７７名（会員６６名、会

員外１０名、学生１名）でした。研修会の概要と、アンケート結果の一部をご紹介します。 

 

 
研修会の概要 
演題：明日から臨床で使える「小児から高齢者までの聴覚障害について」 

～最新知見と言語聴覚士に求められること～ 

 

講師：千葉県こども病院  耳鼻咽喉科 部長  仲野 敦子 先生 

 

概要：聴覚障害の障害像やスクリーニング検査、補聴器や人工内耳についてご講演いただきました。 

 

初めに、蝸牛・蝸牛神経のＣＴ画像をご提示くださり、早期に実施することが大切で、ＣＴから得られ

る情報は数多くあるといったＣＴの有用性をご教示いただきました。 

次に、遺伝性難聴の診断や具体的

な難聴遺伝子についてご説明いた

だきました。先天性難聴の約半分は

遺伝子が関与しており、それぞれの

遺伝子(あるいは変異部)によって

発症時期、進行性、前庭症状、随伴

する症状が異なるとのことでした。

千葉県の聴覚スクリーニング検査

や制度の現状をご教示いただき、他

県の事業もご紹介いただきました。

千葉県では軽度・中等度難聴児への

助成制度ができ、それまで自費で補

聴器の購入をしていましたが、基準

額の範囲で負担が１/３となってい

ます。しかし各市町村による対応の

ため、実施状況には差があるとのことです。 

そして、乳児健診における注意点を、先生の体験を踏まえ詳しくご教示いただきました。新生児聴覚ス

クリーニング検査において、一側 refer の場合でも１割程度は両側性難聴であることや、両側 pass の場

合でも両側性難聴といったことがあり得るそうです。１歳６か月児健診における聞こえの反応(見えない

ところからの呼びかけたとき・ささやき声で名前を呼んだとき振り向くか)や言葉の発達など気を付けて

みていく必要があり、３歳児健診でも、後天性難聴の可能性もあるため、新生児スクリーニングが pass
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◇ 理事会・委員会等議事録 ◇ 

◆ 平成２７年度 理事会 

≪第１回≫ 

日時：２０１５年４月５日（日）１３時００分～１６時３０分 場所：黒砂公民館 和室 

出席者：吉田、岩本、木村、鈴木、古川、宮下、渡邊（理事７名）、宇野、山本（監事 2 名）原田、星野（書記 2 名） 

１．協議事項：・各部・各局の議事録の承認について ・新入会員・退会者について ・総会資料について ・役員選挙、

及び新理事について ・総会について ・平成 26 年度決算及び平成 27 年度予算について ・外来摂食嚥下訓練施設一

覧の改訂について ・平成 27 年度第一回研修会タイムスケジュールについて ・学術局員推薦依頼分について ・千葉

県失語症友の会協議会からの後援依頼について ・船橋在宅医療ひまわりネットワークについて ・第 6 回訪問リハ・地

域リーダー会議について ・地域包括ケアシステムにおける三士会協働事業について ・千葉市地域リハビリテーション

広域支援センター会議について ・千葉県介護支援専門員協議会代議員推薦について ・千葉県総合支援協議会専門部会

委員の募集について  

２．報告事項：・監査報告 ・郵便物回覧 

≪第２回≫ 

日時：２０１５年４月２６日(日) １３時００分〜１７時００分 場所：黒砂公民館 和室 

出席者：岩本、木村、酒井、鈴木、古川、宮下、渡邊（理事７名）宇野、山本（監事 2名）、鈴木、小松（書記 2名） 

    阿部、小野、金子、治田、平山、宮﨑（新理事 6名） 

１．協議事項：・新旧理事自己紹介 ・各部・各局の議事録の承認について ・新入会員・退会者について ・平成 27

年度第一回研修会タイムスケジュールについて ・総会について ・第 9回日本介護支援専門員協会全国大会Ｉｎ千葉の

後援について ・県内訓練施設のＨＰ掲載について ・地域包括ケアにおける三士会合同事業について ・住所録の管理

について ・経費の申請方法について ・第二回全国研修会について ・選任書について ・新旧理事引き継ぎ 

２．報告事項：・郵便物回覧 

≪第３回≫ 

日時：２０１５年５月２４日(日) １０時００分〜１２時００分 場所：千葉県市民会館 3階 特別会議室２ 

出席者：吉田、岩本、木村、酒井、鈴木、古川、宮下、渡邊（理事８名）、宇野、山本（監事２名）、宮坂（書記） 

    阿部、小野、金子、平山、宮﨑（新理事５名） 

１．協議事項：・各部・各局の議事録の承認について ・新入会員・退会者について ・第一回研修会タイムスケジュー

ルについて ・総会について ・選挙管理委員の内規について ・委員会名簿について ・平成 26年度第三回症例検討

会の発表者について ・平成 28年度総会・第一回研修会日程と会場について ・代表理事・副会長の選定について ・

Ｎｏ.４８ニュース構成案とスケジュールについて ・財務について ・総務部より 

２.報告事項：・郵便物回覧 ・事務所の契約更新について 

≪第４回≫ 

日時：２０１５年６月７日（日） １３時００分〜１６時３０分 場所：黒砂公民館 会議室 

出席者：岩本、阿部、小野、金子、酒井、平山、宮﨑（理事７名）、宇野（監事）、井上（書記） 

１．協議事項：・各部・各局の議事録の承認について ・新入会員・退会者について ・協会アンケートへの回答につい

て ・選挙管理委員会の委員交代に関する内規について ・委員会名簿について ・介護保険委員会勉強会の申し込み状

況と広報について ・地域リーダー会議報告、ニュース掲載依頼について ・平成 27年第一回研修会アンケート結果に

ついて ・日本言語聴覚士協会第二回全国研修会について ・生活期リハ案内文ニュース掲載依頼について ・介護保険
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また、左記の 3 士会合同会議とは別に、昨年度末より千葉県内における災害に対して、関連団体（Dr・
Ns・PT・OT・ST・介護支援専門員等）が連携し、災害準備・対策・支援を行うための組織化に向けた話

合いが進んでおり、今年度中には、災害リハビリについての合同研修会も予定しております。 
 当会におきましても、災害リハビリテーション委員会が発足し、災害リハビリに関する情報についてホ

ームページ等を介してお知らせする準備を進めております。他団体の動きとして、OT 県士会からは下記

の通り災害対策研修会についてのお知らせも届いております。他職種連携の一貫として、また災害リハビ

リについて知る機会としても、興味のある方は是非参加をご検討下さい。 
 
 
 

平成２７年度 千葉県作業療法士会 主催 

災害対策委員発足記念 災害対策研修のお知らせ 

以下の日程にて現職者共通研修を開催いたします。受講テーマを確認の上、参加申込みをお願い致します。 

災害リハビリに興味のある方は職種に関係なくご参加ください。 

開催日時： 平成２７年９月６日（日） １０時〜１２時 

場所：   東京湾岸リハビリテーション病院 千葉県習志野市谷津4-1-1 TEL. 047-453-9010 
資料代：  500円 

内容： ・災害リハを知ろう  ・ＯＴとしてできること  ・被災地に行ったＯＴの体験談 

    ・県内の動き  ・ボランティアとして参加する際の心得 

申込方法： 下記メールアドレスに、ＯＴ会員番号、氏名、所属、連絡先、研修名をご記載の上、メールにてお申し

込みください。 

※OT以外の方は、職種、氏名、所属、連絡先、研修名の記載をお願いします。 

【宛先メールアドレス】s.sakata@wanreha.net 

                      東京湾岸リハビリテーション病院 作業療法科 坂田宛 

【締め切り】平成２７年８月３１日（月）必着   

【問い合わせ】何かご不明な点がありましたら下記の連絡先までお願い致します。 

【連絡先】東京湾岸リハビリテーション病院 作業療法科 坂田祥子 TEL. 047-453-9010 
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委員会「言語聴覚士がいる介護老人保健施設」訂正文のニュース掲載依頼について ・職能部よりニュース掲載につい

て ・生涯学習プログラムについて ・理事会で使用している印刷物について ・平成 27年度文化の日千葉県功労者表

彰における表彰候補者の推薦について ・第四二回理学療法士・作業療法士・言語聴覚士養成施設教員等講習会の開催に

ついて 

２．報告事項：・日本言語聴覚士協会平成 27年度定時社員総会について ・問い合わせについて ・郵便物回覧 

 
◆ 平成２６年度 渉外部  千葉県地域リハビリテーション協議会 
日時：２０１５年３月２４日（火）古川、酒井 

 
◆ 平成２６年度 渉外部  船橋在宅医療ひまわりネットワーク 

≪役員会≫日時：２０１５年３月３０日（月）出席者：山本 

 

◆ 平成２７年度  第９回リハビリテーション公開講座実行委員会 

≪第１回≫日時：２０１５年４月１５日（水）１９時００分～２１時３０分 場所：千葉県理学療法士会事務所 

出席者：岩本、神作、古川 千葉県理学療法士会４名 千葉県作業療法士会３名 

・第９回実施要項 ・役割分担 ・準備スケジュール ・予算 ・周知方法 ・来年度について 

≪第２回≫日時：２０１５年５月１２日（火）１９時００分～２１時００分 場所：千葉県理学療法士会事務所 

出席者：岩本、神作、古川  千葉県理学療法士会４名 千葉県作業療法士会２名 

・設置要領・会計マニュアルの改訂 ・講師 ・タイトル ・ちらし作成 ・来年度について 

 

◆ 平成２７年度  渉外部 生活期リハビリテーション合同研修実行委員会 

≪第１回≫日時：２０１５年３月１０日（火）出席者：小野、山崎 

≪第２回≫日時：２０１５年４月１３日（火）出席者：小野、勝又、吉田 

≪第３回≫日時：２０１５年５月２５日（月）出席者：小野、山崎 
 

◆ 平成２７年度 学術局会議 

≪第１回≫日時：２０１５年５月２４日（日）１８時００分～１９時００分 場所：ジョナサン千葉駅前店 

出席者：荒木、柄澤、神作、木村（佐）、木村（知）、酒井、佐藤、竹中、小野、志賀、嶋田、関口、露崎 

欠席者：原田 

・平成２７年度第１回研修会反省 ・日本言語聴覚士協会平成２７年度第２回全国研修会について ・局員の役割分担、

引き継ぎ 

 

◆ 平成２７年度 災害リハビリテーション委員会 

≪第１回≫日時：２０１５年６月７日（日）９時５０分～１１時３０分 場所：ドトール常盤台店 

出席者：平山、野口、栗林 

欠席者：松井、渡辺 

・今年度の活動目標について ・ホームページに掲載する災害リハ関連の情報について ・千葉県版 JRAT（C-RAT）の進

捗状況について 
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◇ 理事会より ◇ 

●○●○ PT・OT・ST県士会連携の動きについて ○●○● 

渉外部 岩本 明子 
災害リハビリテーション委員会 平山 淳一 

 医療の現場では、一人の患者さんについて、関連する専門職が情報を共有し意見を述べ合い、目標や方

向性を決めて治療やリハビリを行う「チーム医療」が行われています。同様に、ＳＴが関与する県内の諸

問題への対応においても、多職種との連携・協働が待ったなしで進んでいます。 
今年は２０１５年。団塊の世代が、７５歳以上の後期高齢者となる２０２５年まで、あと１０年となり

ました。特に、千葉県は急速な高齢化、特に後期高齢者の増加が予想されています。このような状況の中

で、地域包括ケアシステム構築を含めた地域リハビリテーションの活動の推進、介護予防への取り組みが、

ＳＴにも求められています。 
４月１２日、田町カンファレンスセンターにて、全国の PT・OT・ST の県士会会長が出席して、リハ

ビリテーション専門職協議会主催の「合同都道府県士会会長会議」が開催されました。この会議では、各

県ごとに PT・OT・ST の３士会共同で、地域リハビリテーション活動支援事業の担い手を養成するため

の研修の実施や、対応窓口の設置の要請がありました。 
これを受けて、５月１０日千葉市生涯学習センターにて、千葉県理学療法士会、千葉県作業療法士会、

千葉県言語聴覚士会の役員が集まって、合同の３士会会議を行いました。今まで、会長副会長間の会議は

行っていましたが、３士会の理事・監事が一堂に会したのは初めてです。当会からも、新理事を含め７名

が出席しました。 
具体的な研修や窓口についての検討はこれからとなりますが、今後、PT・OT・ST のリハビリ職がより

一層連携を深め、協働して事にあたっていく必要性と方向性を確認しました。 
 

 
 （５月１０日 ３士会会議にて） 
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◆ 平成２７年度 小児言語委員会 

≪第１回≫日時：２０１５年６月１４日（日）１０時００分～１１時００分 場所：千葉県リハビリテーションセンター

カンファレンスルーム 

出席者：藤田、廣瀬、野宮、木村、金子 

・役割分担 ・今年度の活動計画 ・今後の予定 

 

◆ 平成２７年度 聴覚障害委員会・小児言語委員会 合同委員会 

≪第１回≫日時：２０１５年６月１４日（日）１１時００分～１２時００分 場所：千葉県リハビリテーションセンター

カンファレンスルーム 

出席者：常田、高橋、黒谷、大壺（以上聴覚障害委員会）、藤田、廣瀬、野宮、木村、金子（以上小児言語委員会） 

・合同研修会についての検討 ・今後の予定について 

 

（紙面の都合上、報告事項と協議事項はまとめて記載しています。） 

 
 
 
 
 

お詫びと訂正のお知らせ 

 前回のニュースで発送いたしました、「言語聴覚士がいる介護老人保健施設」一覧表において不備があ

りましたので、ホームページにて下記の通り訂正いたしました。 

 

誤：社会福祉法人 ユーカリ優都苑 → 正：社会福祉法人ユーカリ優都苑 ユーカリ優都苑 

 

 皆様にはご迷惑をおかけし、深くお詫び申し上げます 

介護保険委員会 
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【理事】平山  淳一（旭神経内科リハビリテーション病院）：事務局 編集部 
編集部と災害リハビリテーション委員会を担当いたします。災害に備えた情報提供や体制作りなど、皆

様に少しでも有益な情報をお届けできるよう尽力致します。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
 
【理事】宮﨑 寛夫（千葉県東葛飾障害者相談センター）：社会局 広報部・職能部 
社会局広報部と職能部を担当させていただきます。ホームページやツイッターを通して逸早く情報を提供でき

るよう努めていきたいと思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

★☆ 一般社団法人千葉県言語聴覚士会 ☆★ 

☆★ 第４回総会報告 ★☆ 
 平成２７年５月２４日（日）、第４回一般社団法人千葉県言語聴覚士会定時総会が開催されました。会

員の皆様のご協力により、議事を円滑に進めることができました。ご協力に感謝いたしますとともに、総

会の概要をご報告いたします。 
 
日時 ：平成２７年５月２４日（日曜日） １３時００分～１３時４５分 
場所 ：千葉市民会館 ３階 特別会議室２ 
議長 ：斉藤 公人 （千葉市療育センター） 
副議長：木下 亜紀 （のぞみ発達クリニック） 
書記 ：今泉 利江子（千葉新都市ラーバンクリニック）  

宮阪 美穂 （東京医薬専門学校） 
会員数及び出席者数：議決権のある会員総数 ３５２名 

出席会員数 １８６名（当日出席３１名、議長委任１５５名） 
 
Ⅰ．協議事項 
１． 第１号議事 平成２６年度活動報告に関する件 
２． 第２号議事 平成２６年度決算報告に関する件 
３． 第３号議事 平成２６年度監査報告に関する件 
４． 第４号議事 新役員の承認に関する件 
５． 第５号議事 平成２７年度活動計画案に関する件 
６． 第６号議事 平成２７年度予算に関する件 

以上の件が提出され、賛成多数により承認されました。 
 
Ⅱ．報告事項 
・規則の改正に関する件 

以上の件が報告されました。 
（総務部 阿部 翠） 
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士としての役割を果したい、という意識はお持ちいただきたい。なぜなら、地域から言語聴覚士に求めら

れる役割は多岐にわたっているからです。 
 そのとき、是非、怯まず、その課題に向き合ってください。わからないことがあれば、県士会の問い合

わせ窓口にメールで思いをお寄せください。私たち理事会一同は、みなさんの声に応える、その声を活か

す活動をすすめていきます。 
今期は、一人ひとりの会員が将来を展望し、力を発揮できる、力のある言語聴覚士になれるような活動

を展開していきますので、今後とも会員の皆様のご支持をお願い致します。 
 

 

♪ 新役員紹介 ♪ 

 平成 27 年 5 月 24 日（日）に開催されました一般社団法人千葉県言語聴覚士会 第 4 回総会において、

皆さまから承認されました新しい役員の方々を紹介します。 
 
【副会長】岩本 明子（千葉労災病院）：社会局 渉外部 

渉外部とリハ公開講座を担当いたします。関連諸機関や他団体との連携を深めると同時に、ＳＴとして

の存在感を示すことができるような活動に努めたいと考えています。皆様のご協力お願いいたします。 
 
【副会長】酒井 譲 （順天堂大学医学部附属浦安病院）：学術局 
学術局と摂食嚥下委員会を担当いたします。学術局では充実した研修会の企画運営を、摂食嚥下委員会

では会員の皆様のお役に立つような情報発信に取り組んで参ります。どうぞよろしくお願いいたします。 
 

【副会長】金子 義信（君津中央病院）：社会局 職能部 
社会局職能部と小児言語委員会を担当させていただきます。職能部では待遇改善や働きやすい環境作りへの

提案ができるよう、情報収集や発信をしていきたいと考えています。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

【理事】阿部 翠（千葉大学医学部附属病院）：事務局 総務部 

 事務局総務部と生涯学習プログラム作業部会を担当いたします。新米ですが、県士会の活動に力を尽く

所存です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【理事】小野 幸男（野田病院）：学術局 

 学術局と介護保険委員会を担当いたします。学術局と介護保険委員会共に会員の皆様のお役に立ち、少

しでも多くの方が参加されるよう研修会の企画運営を努めていきたいと思っております。どうぞよろしく

お願い申し上げます。 

 

【理事】治田 寛之（東邦大学医療センター佐倉病院）：事務局 財務部 
 財務部と高次脳機能障害委員会、認知症専門職研修実行委員会を担当します。目指すは年会費未納ゼロ

です！皆様のご協力を宜しくお願い申し上げます。委員会では実りある研修会を企画していきたいと思い

ます。 
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◇ 会長あいさつ ◇ 

「社会の変化～支える力を身につけた専門職をめざして～」 
吉田 浩滋（鎌ヶ谷市こども発達センター） 

 
 会員の皆様におかれましては、さまざまに変わる制度や多忙をきわめる業務に加え、仕事と家庭の両立

等が求められる厳しい状況のなかで一般社団法人千葉県言語聴覚士会のもとに集まっていただいており

ますこと、冒頭に感謝申し上げます。 
 このたび、会長として４期目を努めさせていただくことになりました。よろしくお願い申し上げます。

この間、念願でありました県内唯一となる言語聴覚士養成課程をもつ大学の開校が見えてきました。千葉

県の障害者計画策定に関与することもできましたし、言語聴覚士を目指す高校生、社会人への取り組みな

どを具体化させる動きも、少しずつではありますが始まってきております。 
 関係する領域に目をむけると、２０２５年を見据えた地域包括ケアシステムの基盤づくりもあちこちで

見られ、言語聴覚士としての関わりを求められるようになってきております。すでに地域リハ活動支援推

進に関連した研修等の要請を受けた施設もあれば、その取り組みに向けた準備を始めようとしている自治

体も出てきております。 
 このような中で千葉県士会は、これまで言語聴覚士の資質の向上を目指して取り組みを行っております

が、今後、言語聴覚士に求められる資質のなかに地域をマネジメントする力も求められると思いますし、

地域で人々の間に繋がりを構築する仕事の一翼を担うことも求められるようになるでしょう。これらは難

しいことだとは思いますが、今、言語聴覚士へ求められるものは増えることはあっても減ることはないで

あろうと考えております。 
 そのなかで、どうしても避けて通れないのが人材の育成です。今は職場の仕事、責任だけを全うするこ

とで精一杯かもしれませんが、さらに職場の外にもさまざまなニーズが生まれ、その対応が、みなさんの

職場に求められるのは必定です。 
 子育て等で一時的に職場を離れざるをえないという状況もあるかもしれませんが、それでも、言語聴覚

一般社団法人 

千葉県言語聴覚士会ニュース 
NO.４８  ２０１５年７月２５日 
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